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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年1月19日(2017.1.19)

【公開番号】特開2015-166726(P2015-166726A)
【公開日】平成27年9月24日(2015.9.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-059
【出願番号】特願2014-41743(P2014-41743)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  30/86     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   30/86     　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｎ   30/86     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月2日(2016.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数回の分析について、複数の制御パラメータの値の組み合わせから成る分析条件及び
各分析の実行順序を記述したスケジュールテーブルに従って試料の分析を行うクロマトグ
ラフに用いられるデータ処理装置であって、
　a) 一の試料に対して分析が終了した複数の分析条件を記憶する記憶部と、
　b) 前記複数の分析条件について、それぞれの分析条件に含まれる制御パラメータの値
の全ての組み合わせを作成し、該組み合わせの中から、前記記憶部に記憶された複数の分
析条件に含まれていない分析条件について、前記制御パラメータを項目として列挙したリ
ストを作成する未検討分析条件作成部と、
　c) 前記リストを表示する表示部と、
を備えることを特徴とするクロマトグラフ用データ処理装置。
【請求項２】
　前記未検討分析条件作成部が、さらに、前記分析が終了した複数の分析条件の各々につ
いて得られたクロマトグラムを取得し、ユーザの指示があった場合に、前記クロマトグラ
ムの一つ又は複数を前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１に記載のクロマト
グラフ用データ処理装置。
【請求項３】
　さらに、ユーザの指示があった場合に、前記リストに記載された分析条件に対応するメ
ソッドファイルを作成するメソッドファイル作成部を備えることを特徴とする請求項１又
は２に記載のクロマトグラフ用データ処理装置。
【請求項４】
　複数回の分析について、複数の制御パラメータの値の組み合わせから成る分析条件及び
各分析の実行順序を記述したスケジュールテーブルに従って試料の分析を行うクロマトグ
ラフに用いられるデータ処理方法であって、
　a) 一の試料に対して分析が終了した複数の分析条件を記憶するステップと、
　b) 前記複数の分析条件について、それぞれの分析条件に含まれる制御パラメータの値
の全ての組み合わせを作成し、該組み合わせの中から、前記複数の分析条件に含まれてい
ない分析条件について、前記制御パラメータを項目として列挙したリストを作成するステ
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ップと、
　c) 前記リストを表示するステップと、
を有することを特徴とするクロマトグラフ用データ処理方法。
【請求項５】
　さらに、
　前記分析が終了した複数の分析条件の各々について得られたクロマトグラムを取得し、
ユーザの指示があった場合に、前記クロマトグラムの一つ又は複数を表示するステップ
を有することを特徴とする請求項４に記載のクロマトグラフ用データ処理方法。
【請求項６】
　さらに、
　ユーザの指示があった場合に、前記リストに記載された分析条件に対応するメソッドフ
ァイルを作成するステップ
を有することを特徴とする請求項４又は５に記載のクロマトグラフ用データ処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するために成された本発明に係るクロマトグラフ用データ処理装置は、
　複数回の分析について、複数の制御パラメータの値の組み合わせから成る分析条件及び
各分析の実行順序を記述したスケジュールテーブルに従って試料の分析を行うクロマトグ
ラフに用いられるデータ処理装置であって、
　a) 一の試料に対して分析が終了した複数の分析条件を記憶する記憶部と、
　b) 前記複数の分析条件について、それぞれの分析条件に含まれる制御パラメータの値
の全ての組み合わせを作成し、該組み合わせの中から、前記記憶部に記憶された複数の分
析条件に含まれていない分析条件について、前記制御パラメータを項目として列挙したリ
ストを作成する未検討分析条件作成部と、
　c) 前記リストを表示する表示部と、
を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、上記課題を解決するために成された本発明に係るクロマトグラフ用データ処理方
法は、
　複数回の分析について、複数の制御パラメータの値の組み合わせから成る分析条件及び
各分析の実行順序を記述したスケジュールテーブルに従って試料の分析を行うクロマトグ
ラフに用いられるデータ処理方法であって、
　a) 一の試料に対して分析が終了した複数の分析条件を記憶するステップと、
　b) 前記複数の分析条件について、それぞれの分析条件に含まれる制御パラメータの値
の全ての組み合わせを作成し、該組み合わせの中から、前記複数の分析条件に含まれてい
ない分析条件について、前記制御パラメータを項目として列挙したリストを作成するステ
ップと、
　c) 前記リストを表示するステップと、
を有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記未検討分析条件作成部が、さらに、前記分析が終了した複数の分析条件の各々につ
いて得られたクロマトグラムを取得し、ユーザの指示があった場合に、前記クロマトグラ
ムの一つ又は複数を前記表示部に表示させる構成としてもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本実施例の液体クロマトグラフ１００は、送液部１０、オートサンプラ２０、カラムオ
ーブン３０、検出部４０、システムコントローラ５０、制御装置７０を備え、制御装置７
０には、キーボードやマウスから成る操作部７１及びディスプレイから成る表示部７２が
接続されている。制御装置７０は、本発明のクロマトグラフ用データ処理装置に相当する
。制御装置７０は、従来の液体クロマトグラフ１の制御装置６０と同様に、記憶部６１、
分析条件設定部６２、スケジュールテーブル作成部６３、分析制御部６４、及びデータ処
理部６５を有することに加え、未検討分析条件作成部６６及びメソッドファイル作成部６
７を有し、コンピュータで具現化される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　ユーザが操作部７１を操作し、メソッドファイル「ファイル１」～「ファイル３」に記
述された分析条件とは別の分析条件を検討することを制御装置７０に指示すると、制御装
置７０内の未検討分析条件作成部６６は、「ファイル１」～「ファイル３」を記憶部６１
から読み出し、それぞれのメソッドファイルに記述された制御パラメータを抽出する。そ
して、未検討分析条件作成部６６は、「ファイル１」～「ファイル３」に記述された分析
条件について、抽出された制御パラメータを項目として列挙した分析履歴リストを作成す
る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　これらメソッドファイルに記述された分析条件の間では、「移動相の流量」、「移動相
の種類」、「カラムオーブンの温度」、及び「使用するカラムの種類」の４つの値に違い
があるため、未検討分析条件作成部６６はこれら４つの制御パラメータを抽出する。未検
討分析条件作成部６６は、これらメソッドファイルに記述された分析条件について、抽出
された４つの制御パラメータを項目として列挙した分析履歴リストを作成し、表示部７２
の画面上に、例えば図２のＡのように表示させる。なお、図２の分析履歴リスト中におい
て「Pump A」、「Pump B」で示された列は、それぞれ送液ポンプＰＡ、ＰＢにより吸引さ
れる溶媒の種類を表している。また、「Pump A」の列における「A」は溶媒容器１１ａ中
の溶媒を意味し、「Pump B」の列における「A」は溶媒容器１２ａ中の溶媒を、同じ列の
「B」は溶媒容器１２ｂ中の溶媒を意味している。なお、上述の移動相の種類αとは、送
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液ポンプＰＡで吸引した溶媒容器１１ａ中の溶媒と、送液ポンプＰＢで吸引した溶媒容器
１２ａ中の溶媒を混合して成る移動相を意味し、移動相の種類βとは、送液ポンプＰＡで
吸引した溶媒容器１１ａ中の溶媒と送液ポンプＰＢで吸引した溶媒容器１２ｂ中の溶媒を
混合して成る移動相を意味している。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　その後、ユーザが操作部７１を操作することにより、図２の「Pattern Check」と表示
された操作ボタン３０２がクリックされると、未検討分析条件作成部６６は上記で抽出し
た制御パラメータの値の全ての組み合わせを作成し、該組み合わせの中から「ファイル１
」～「ファイル３」に記述されているものと同一の組み合わせ以外の組み合わせを未検討
分析条件として抽出する。そして、この未検討分析条件について、前記制御パラメータを
項目として列挙した未検討分析条件リストを作成する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　上記の例では、抽出された４つの制御パラメータの値は、移動相の流量について２通り
（１ｍＬと２ｍＬ）、移動相の種類について２通り（αとβ）、カラムオーブンの温度に
ついて２通り（４０℃と４５℃）、使用するカラムについて２通り（３と４）であるため
、未検討分析条件作成部６６は、制御パラメータの値の全ての組み合わせとして２×２×
２×２＝１６通りの組み合わせを作成する。更に未検討分析条件作成部６６は、これら１
６通りの組み合わせの中からすでに終了した分析についてのメソッドファイル（ファイル
１～３）に記述された３通りの組み合わせを除外した１３通りの組み合わせを未検討分析
条件として抽出する。そして、これら１３通りの未検討分析条件について、「移動相の流
量」、「移動相の種類」、「カラムオーブンの温度」、及び「使用するカラムの種類」を
項目として列挙した未検討分析条件リストを作成し、表示部７２の画面上に例えば図２の
Ｂのように表示させる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　さらに、ユーザが操作部７１を用いて、表示部７２に表示された分析履歴リスト（図２
のＡ）中に設けられたチェックボックスの一つ又は複数にチェックを入れ、図２中の「Dr
aw」と表示された操作ボタン３０１をクリックすると、未検討分析条件作成部６６はチェ
ックの入った行に対応する分析について得られたクロマトグラムを記憶部６１から取得し
、分析履歴リストと並べて表示部７２（図２中のＣの領域）に表示させる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
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　未検討分析条件作成部６６がこれらの機能を有することで、ユーザは既に分析に用いら
れた制御パラメータを分析履歴リストで、また、指定した分析条件に対応する分析結果を
クロマトグラムでそれぞれ確認することができるため、メソッドスカウティングにおいて
さらに検討すべき別の分析条件の立案に参考となる情報を容易に得ることができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
１、１００…液体クロマトグラフ
１０…送液部
１１ａ～１１ｄ、１２ａ～１２ｄ…溶媒容器
１３、１４…脱気ユニット
１５、１６…溶媒切替バルブ
１７…グラジエントミキサー
２０…オートサンプラ
３０…カラムオーブン
３１、３３…流路切替部
３２ａ～３２ｆ…カラム
４０…検出部
４１…検出器
５０…システムコントローラ
６０、７０…制御装置
６１…記憶部
６２…分析条件設定部
６３…スケジュールテーブル作成部
６４…分析制御部
６５…データ処理部
６６…未検討分析条件作成部
６７…メソッドファイル作成部
７１…操作部
７２…表示部
３０１、３０２、３０３…操作ボタン
【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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